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総務省 放送事業の基盤強化に関する検討分科会

ラジオ受信機・聴取状況に関するアンケート調査結果（速報版）

資料４－４

※本資料は、総務省からの（平成30年度「ラジオ放送の役割・実態等に関
する調査研究」の請負）を受託し、三菱総合研究所が作成したものです。
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１．アンケート調査の実施概要
• ラジオ受信機の普及状況、FM補完放送の聴取実態、インターネットでのラジオ番組聴取実態等について、

2019年2月～3月に、一般消費者を対象にアンケート調査を実施。
• アンケート調査はWeb調査を主とし、一部設問についてはインターネット利用の有無による回答バイアスについ
て調査・補正を行うため、郵送調査も実施した。

• 本資料の３ページから１２ページまでの結果は、 Web調査の結果であり、１３ページは、 調査結果の一
部についてWeb調査結果と郵送調査結果を並べたものである。

年齢
区分

男 女
計三大

都市圏
それ
以外

三大
都市圏

それ
以外

20代 110 88 105 83 386

30代 128 106 123 102 459

40代 161 128 155 126 570

50代 126 112 122 115 475

60代 122 133 127 140 522

70歳以上 148 148 190 202 688

計 795 715 822 768 3,100
• 年齢（20代から10歳刻み）、性別、居住地（3大都市圏※とそれ以
外の都道府県）で割付。※東京・千葉・埼玉・神奈川、岐阜・愛知・三
重、大阪・兵庫・京都・奈良の各都府県

• 回収件数は、人口動態統計（2018年1月1日現在）に基づき割付

年齢区分 スマートフォン利
用者

スマートフォン非
利用者

計

60代 100 100 200

70歳以上 100 100 200

計 200 200 400
• 年齢（60代、70歳以上）、スマートフォン利用の有無で割付。（イン
ターネット利用の有無は設問にて調査）

• 送付先分布は、居住地が３大都市圏とそれ以外とに分けて無作為抽出

【Webアンケート調査】（2月中旬実施） （参考）郵送アンケート調査（2月中旬から3月上旬実施）
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２．FM補完放送対応ラジオ受信機の普及状況（家庭用ラジオ）

（アンケート回答者のラジオ保有台数3,494台中）

注：購入時期は新品のラジオを購入した時期であり、中古又は譲渡さ
れたラジオは別掲している。

FM補完放送を聴
取できる, 53.4%

FM補完放送を聴
取できない, 
46.6%

ラジオ受信機のFM補完放送対応率

47.8

43.8

49.2

65.9

71.1

74.8

80.3

52.2

56.2

50.8

34.1

28.9

25.2

19.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

中古品を購入または譲渡(n=224)

2008年よりも前に購入(n=1790)

2009～2013年に購入(n=433)

2014～2015年に購入(n=320)

2016年に購入(n=242)

2017年に購入(n=206)

2018～2019年2月に購入(n=279)

FM補完放送の聴取可能端末比率
（ラジオ受信機の購入時期別（注））

FM補完放送を聴取できる FM補完放送を聴取できない
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３．FM補完放送対応ラジオ受信機の普及の将来予測（家庭用ラジオ）

推計の前提：
（１）今後とも各家庭で保有するラジオの台数は一定であり、新しいラジオを１台購入する都度、古いラジオを１台廃棄すると仮定。
（２）次の（３）を踏まえて、今後10年間、毎年6.64％（232/3494）のラジオが更新されていくと仮定。
（３）アンケート回答者の保有する全ラジオ台数（3,494台）に対し、過去3年間（2016年以降）の年間平均購入台数（中古又は譲渡されたラジオを

除く。2018～2019年は13.5ヶ月分のため12ヶ月に補正した数値で計算。）が232台（3,494台の6.64％）である。
（４）古い端末から廃棄されるものと仮定し、廃棄される端末は2013年以前に購入された端末及び中古・譲受端末と仮定。これらに占めるＦＭ補完対応比

率を参考に、廃棄される端末のうちＦＭ補完放送に対応していない端末は55％と仮定。
（５）新たに購入する端末のうちＦＭ補完放送に対応している端末の比率は、次の（６）を踏まえて、2019年→2020年は85％、2020年→2021年は

90％、2021年→2022年は95％、2022年以降に購入する端末はＦＭ補完放送に100％対応していると仮定。
（６）最近１年間（2018年1月～2019年2月中旬）に購入したラジオ端末のＦＭ補完対応比率は約80％である。これは、その前の１年前（2017年

1月～12月）に購入したラジオ端末のＦＭ補完対応比率（約75％）に比べて約5％増加している。

FM補完放送聴取可能な端末の現状及び将来予測（推計）
資料４－３の8ページ
で引用したグラフ
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４．FM補完放送の年代別認知度

32.8

31.2

29.7

26.7

27.0

27.2

67.2

68.8

70.3

73.3

73.0

72.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（n=688）

60代（n=522）

50代(n=475）

40代（n=570）

30代(n=459）

20代(n=386）

FM補完放送の認知度（年代別）

知っている 知らなかった

（n=3,100）

知っていた, 
29.4%

知らなかった, 
70.6%

Q.あなたは、地域によって、民放のAMラジオ放送のラジオ番組が
FMラジオ放送でも聴くことができることを知っていましたか。
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５．FM補完放送の年代別聴取状況

（n=3,100）
FM補完放送の聴取状況
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14.9
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8.6
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7.6
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18.1

15.0

11.9

41.9

43.9

40.8

45.3
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49.2
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70歳以上（n=688）

60代（n=522）

50代(n=475）

40代（n=570）

30代(n=459）

20代(n=386）

FM補完放送の聴取状況（年代別）

聴いている ※たまに聴いている場合を含む。

聴いたことはあるが、今は聴いていない

聴いたことはないが、興味はある（聴き方は知っているが、聴く機会がない）

聴いたことはないが、興味はある（聴き方がわからない）

聴いたことはないし、興味もない

聴いている ※た
まに聴いている場
合を含む。, 
18.7%

聴いたことはある
が、今は聴いてい
ない, 14.4%

聴いたことはない
が、興味はある
（聴き方は知って
いるが、聴く機会
がない）, 7.1%

聴いたことはない
が、興味はある
（聴き方がわから
ない）, 15.9%

聴いたことはない
し、興味もない, 

43.8%
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６．（１）AMラジオ番組聴取状況
Q.AMラジオ番組を聴いていますか

（インターネットでのAMラジオ番組の聴取も含みます）

（n=3,100）

63.2

61.1

52.6

45.8

52.5

45.9

36.8

38.9

47.4

54.2

47.5

54.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（n=688）

60代（n=522）

50代(n=475）

40代（n=570）

30代(n=459）

20代(n=386）

年代別のAMラジオ番組聴取割合

AMラジオ番組を聴く AMラジオ番組を聴かない

シーン別のAMラジオ番組聴取割合
(n=3,100)

5.9

9.9

25.4

33.5

24.8

94.1

90.1

74.6

66.5

75.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

⑤職場（オフィス・店舗など）

④外出先や移動中での待ち時間・空き時間
（「移動中」について、自動車の運転中は除く）

③自分以外の人が運転する自動車に乗っているとき
（タクシーも含む）

②自分で自動車を運転しているとき
（通勤や仕事での運転、家族の送り迎えなど）

①自宅にいるとき
（自宅兼仕事場を含む）

AMラジオ番組を聴く AMラジオ番組を聴かない

AMラジオ番組を聴い
ている, 54.3%

AMラジオ番組を聴い
ていない, 45.7%
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６．（２）AMラジオ番組の聴取方法

15.8 

10.1 

20.8 

5.6 

1.8 

25.1 

30.1 

5.8 

6.2 

37.0 

24.0 

26.5 

22.7 

28.0 

20.7 

51.4 

50.7 

64.0 

72.1 

65.2 

0 10 20 30 40 50 60 70 80

職場（オフィス・店舗など）（n=183）

外出先や移動中での待ち時間・空き時間（「移動中」について、自動車の運転中は除く）
（n=306）

自分以外の人が運転する自動車に乗っているとき（タクシーも含む）（n=787）

自分で自動車を運転しているとき（通勤や仕事での運転、家族の送り迎えなど）
（n=1,038）

自宅にいるとき（自宅兼仕事場を含む）（n=768）

AMラジオ番組の聴取方法（シーン別）

AMラジオ放送 FM補完放送 インターネット（スマートフォンやパソコンなど） どの方法で聴いているかわからない
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６．（３）AMラジオ番組を聴く理由
AMラジオ番組を聴く理由

（n=1,683）※

ニュース番組や交通情報な
どの情報源として大切だか

ら, 28.9%

なんとなく生活の習慣に
なっているから, 22.5%

好きなタレントの番組、ス
ポーツ中継、音楽などが聴

けるから, 13.6%

他の人がラジオ番組をつけ
ているから・ラジオ番組が流
れている環境にいるから, 

12.7%

地域密着の話題や情報が
得られるから, 8.4%

他の手段と比較して情報
を得やすいから（例：自
動車運転の際など）, 

4.9%

災害時などの非常時に情
報源として役立つから, 

4.2%

学習・教育に役立つから
（例：語学学習など）, 

2.1%

その他, 2.7%

※６（１）でＡＭラジオ番組を聴いていると回答した方からの回答
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７．インターネットによるラジオ番組サービスの年代別認知度

（n=3,100）

32.8

39.3

47.8

44.0

49.9

45.6

19.6

21.3

16.2

16.7

15.9

13.7

47.5

39.5

36.0

39.3

34.2

40.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（n=688）

60代（n=522）

50代(n=475）

40代（n=570）

30代(n=459）

20代(n=386）

知っていた

よく知らないが、radiko、らじる★らじる等の名前は聞いたことがあった

知らなかった

年代別 インターネットによるラジオ番組
サービスの認知度

知っていた, 
42.4%

よく知らないが、
radiko、らじる★
らじる等の名前は
聞いたことがあった, 

17.5%

知らなかった, 
40.1%

Q. スマートフォンのアプリなどを使ってインターネットでラジオ番組を
聴くことができるサービス（例：radiko、らじる★らじる等）を

知っていましたか。
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８．インターネットによるラジオ番組サービスの聴取状況

（n=3,100）

聴いている ※たまに聴い
ている場合を含む。, 

20.5%

聴いたことはあるが、今は
聴いていない, 14.8%

聴いたことはないが、興味
はある（聴き方は知ってい
るが、聴く機会がない）, 

5.8%

聴いたことはないが、興味
はある（聴き方がわからな

い）, 15.2%

聴いたことはないし、興味
もない, 43.7%

Q. インターネットでラジオ番組（radiko、らじる★らじる等）を聴いていますか。
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９．ラジオ番組の聴取手段についての意識

37.9

27.8

20.0

17.9

15.9

10.6

21.9

24.5

22.7

21.6

19.6

15.3

4.4

4.6

6.5

7.7

6.1

6.2

6.4

5.0

9.5

9.3

12.9

14.2

3.9

8.0

9.5

8.2

8.5

7.5

25.4

30.1

31.8

35.3

37.0

46.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

70歳以上（n=688）

60代（n=522）

50代(n=475）

40代（n=570）

30代(n=459）

20代(n=386）

年代別

①放送電波でラジオ番組を聴ければよい（インターネットで聴けなくても全く問題ない）

②放送電波でラジオ番組を聴ければよい（インターネットでも聴けるとなおよい）

③放送電波とインターネットの両方でラジオ番組を聴くことができないと困る

④インターネットでラジオ番組を聴ければよい（放送電波で聴けなくても全く問題ない）

⑤インターネットでラジオ番組を聴ければよい（放送電波でも聴けるとなおよい）

⑥ラジオ番組を聴く手段がなくても問題ない

（n=3,100）

①放送電波でラ
ジオ番組を聴けれ
ばよい（インター
ネットで聴けなくて
も全く問題ない）, 

23.1%

②放送電波でラ
ジオ番組を聴けれ
ばよい（インター
ネットでも聴けると
なおよい）, 
21.3%

③放送電波とイン
ターネットの両方で
ラジオ番組を聴くこ
とができないと困
る, 5.8%

④インターネットで
ラジオ番組を聴け
ればよい（放送電
波で聴けなくても
全く問題ない）, 

9.1%

⑤インターネットで
ラジオ番組を聴け
ればよい（放送電
波でも聴けるとな
およい）, 7.4%

⑥ラジオ番組を聴
く手段がなくても問
題ない, 33.3%

Q.あなたはラジオ番組全般を聴く手段についてどのように
お考えですか
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（参考）Web調査と郵送調査の比較

年代別 インターネットによるラジオ番組の認知度 年代別 ラジオ番組の聴取手段についての意識

27.8

33.0

37.9

53.0

24.5

41.5

21.9

26.5

4.6

4.0

4.4

4.5

5.0

4.5

6.4

2.5

8.0

6.0

3.9

30.1

11.0

25.4

11.0
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60代（Web）（n=522）

60代（郵送）（n=200）

70歳以上（Web）（n=688）

70歳以上（郵送）（n=200）

①放送電波でラジオ番組を聴ければよい（インターネットで聴けなくても全く問題ない）

②放送電波でラジオ番組を聴ければよい（インターネットでも聴けるとなおよい）

③放送電波とインターネットの両方でラジオ番組を聴くことができないと困る

④インターネットでラジオ番組を聴ければよい（放送電波で聴けなくても全く問題ない）

⑤インターネットでラジオ番組を聴ければよい（放送電波でも聴けるとなおよい）

⑥ラジオ番組を聴く手段がなくても問題ない

25.5

32.8

35.0

39.3

15.5

19.6

22.0

21.3

59.0

47.5

43.0

39.5
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70歳以上（郵送）（n=200）

70歳以上（Web）（n=688）

60代（郵送）（n=200）

60代（Web）（n=522）

知っていた

よく知らないが、radiko、らじる★らじる等の名前は聞いたことがあった

知らなかった

2.5
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